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安
倍
長
期
政
権
の
世
界
史
的
遺
産

自
由
主
義
的
な
国
際
秩
序
へ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

かねはら　のぶかつ　１９８１年
東京大学卒業、外務省入省。総
合外交政策局総務課長、在韓
国大使館公使、国際法局長など
を経て、２０１２年第２次安倍内
閣発足に伴い内閣官房副長官補
に就任。１４年より新設の国家安
全保障局次長を兼務。１９年退
官。著書に『戦略外交言論』『歴
史の教訓』など。

―
―
兼
原
さ
ん
は
二
〇
一
二
年
、
第
二
次
安
倍
内
閣
の
組
閣
と
と

も
に
、
内
閣
官
房
副
長
官
補
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

兼
原　

一
二
月
二
八
日
、
安
倍
内
閣
が
立
ち
上
が
っ
た
日
に
、
突
然
、

総
理
官
邸
に
行
く
よ
う
に
言
わ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
内
閣
の

立
ち
上
が
り
に
際
し
て
は
、
菅
官
房
長
官
、
杉
田
官
房
副
長
官
の
下

に
、
内
政
担
当
副
長
官
補
が
財
務
省
の
佐
々
木
豊
成
氏
（
後
に
古
谷

一
之
氏
）、
安
全
保
障
担
当
副
長
官
補
は
防
衛
省
出
身
の
髙
見
澤
將

林
氏
、
そ
れ
に
外
政
担
当
の
私
を
加
え
て
、
三
人
で
チ
ー
ム
を
組
み

ま
し
た
。
と
て
も
よ
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
し
た
。

―
―
第
二
次
安
倍
内
閣
の
発
足
時
は
、
ど
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
し
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た
か
。

兼
原　

発
足
当
初
か
ら
次
々
と
重
要
政
策
法
案
を
成
立
さ
せ
て
い
く

姿
は
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
乱
気
流
に
揉
ま
れ
な
が
ら
急
上
昇
し
て
い
る

よ
う
で
、
ク
ル
ー
の
一
員
と
し
て
は
と
に
か
く
一
生
懸
命
で
し
た
。

最
初
か
ら
エ
ン
ジ
ン
全
開
で
す
。
反
対
派
の
多
い
政
策
も
あ
り
ま
し

た
か
ら
、
同
僚
と
「
い
つ
錐き

り

揉も

み
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
ね
」
な
ん

て
言
っ
て
い
ま
し
た
。
毎
日
、
緊
迫
感
が
漂
う
中
で
、
や
り
が
い
の

あ
る
楽
し
い
仕
事
で
し
た
。

―
―
こ
れ
ま
で
の
内
閣
と
は
初
速
が
違
い
ま
し
た
。

兼
原　

何
よ
り
、
安
倍
総
理
ご
自
身
が
二
度
目
の
登
板
で
、
第
一
次

政
権
（
二
〇
〇
六
～
〇
七
年
）
の
時
に
や
り
残
し
た
課
題
を
仕
上
げ

た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
加
え
て
、
閣
僚
と

し
て
総
理
経
験
者
の
麻
生
副
総
理
・
財
務
大
臣
、
菅
官
房
長
官
と
大

物
が
い
て
、
実
力
あ
る
政
治
家
が
主
要
閣
僚
を
固
め
て
い
ま
し
た
。

党
に
は
高
村
副
総
裁
な
ど
が
控
え
、
盤
石
の
布
陣
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
総
理
、
官
房
長
官
秘
書
官
団
の
中
に
も
、
総
理
官
邸
は
二
度
目

と
い
う
人
が
多
く
、
官
邸
を
ど
う
動
か
す
か
熟
知
し
て
い
た
こ
と
も

大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

機
が
熟
し
て
い
た
平
和
安
全
法
制

―
―
先
ほ
ど
「
や
り
残
し
た
課
題
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
第
二

次
安
倍
内
閣
で
は
、
何
を
重
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
。

兼
原　

外
交
・
安
全
保
障
分
野
で
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
国
家

安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
の
設
立
で
す
。
第
一
次
安
倍
内
閣
の
時

に
法
案
を
準
備
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
に
沿
っ
て
再
度
法
律
を
つ
く

り
、Ｎ
Ｓ
Ｃ
と
、
そ
の
事
務
局
で
あ
る
国
家
安
全
保
障
局
（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）

を
設
立
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｓ
Ｃ
は
安
倍
総
理
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
す
。

私
も
戦
前
の
統
帥
権
独
立
の
失
敗
か
ら
、
総
理
が
政
治
・
外
交
と
軍

事
を
統
一
す
る
強
力
な
制
度
が
総
理
官
邸
に
必
要
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
Ｎ
Ｓ
Ｃ
は
、
シ
ビ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
要
で
す
か
ら
。

　

ま
た
、
特
定
秘
密
保
護
法
も
重
要
で
し
た
。
今
、
日
本
が
「
フ
ァ

イ
ブ
ア
イ
ズ
」
の
国
々
と
情
報
を
共
有
で
き
る
の
は
、
よ
う
や
く
厳

し
い
秘
密
保
全
制
度
が
成
立
し
た
か
ら
で
す
。

　

次
な
る
課
題
、
そ
し
て
野
党
の
抵
抗
が
よ
り
大
き
か
っ
た
の
は
、

平
和
安
全
法
制
と
集
団
的
安
全
保
障
の
問
題
、
そ
し
て
戦
後
七
〇
年

談
話
で
す
。

―
―
平
和
安
全
法
制
（
二
〇
一
五
年
九
月
三
〇
日
公
布
）
は
野
党

や
一
部
メ
デ
ィ
ア
の
批
判
も
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

兼
原　

安
全
保
障
（
日
米
同
盟
、
自
衛
隊
）、
憲
法
、
教
育
、
歴
史

認
識
な
ど
と
い
っ
た
争
点
は
、五
五
年
体
制
の
「
残
滓
」
と
い
う
か
、

条
件
反
射
的
に
政
府
の
方
針
に
反
対
す
る
人
が
一
定
程
度
い
ま
す
。

平
和
安
全
法
制
を
論
じ
る
際
に
、
よ
く
「
国
論
を
二
分
し
た
」
な
ど

写真上・2012年12月26日、第２次内閣が発足し、初めて
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と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
私
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
限

定
的
な
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に
つ
い
て
、
国
民
の
多
く
は
、
日
本

を
取
り
巻
く
国
際
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
に
現

実
的
な
対
応
が
必
要
な
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

反
対
し
た
民
主
党
の
中
に
も
、
本
音
で
言
え
ば
そ
の
必
要
性
を
理
解

す
る
人
た
ち
が
、
中
堅
・
若
手
を
中
心
に
少
な
か
ら
ず
い
ま
し
た
。

公
明
党
か
ら
は
厳
し
い
注
文
が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、
実
り
多
い
与
党

協
議
が
で
き
ま
し
た
。

　

潮
目
が
変
わ
っ
た
の
は
、
六
月
四
日
に
国
会
の
憲
法
審
査
会
で
三

人
の
憲
法
学
者
が
同
法
案
を
違
憲
と
発
言
し
た
時
で
す
。
野
党
が
全

面
的
な
反
対
に
転
じ
、
マ
ス
コ
ミ
の
一
部
も
同
調
し
て
、
一
気
に
政

局
化
し
ま
し
た
。
政
局
に
な
れ
ば
、
政
府
・
与
党
と
し
て
は
タ
イ
ミ

ン
グ
を
見
て
押
し
切
る
だ
け
で
す
。
法
案
成
立
後
、
内
閣
支
持
率
も

一
時
は
下
が
り
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
回
復
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
み
て

も
、
む
し
ろ
「
機
は
熟
し
て
い
た
」
と
い
う
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
Ｎ
Ｓ
Ｃ
設
立
と
平
和
安
全
法
制
で
、
日
本
の
安
全
保
障
に
関

す
る
法
整
備
は
大
き
く
進
み
ま
し
た
。

兼
原　

法
整
備
は
進
み
ま
し
た
が
、制
度
の
運
用
に
習
熟
す
る
に
は
、

あ
と
四
、五
年
は
か
か
る
で
し
ょ
う
。
国
家
安
全
保
障
局
長
が
外
務

省
出
身
の
谷
内
正
太
郎
氏
か
ら
警
察
庁
出
身
の
北
村
滋
氏
に
引
き
継

が
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
大
切
な
こ
と
は
、
国
家
安
全
保
障
局
を

支
え
る
外
務
・
防
衛
・
警
察
（
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
）
な
ど
の
各
省

庁
出
身
者
が
融
合
し
て
、
新
し
い
Ｎ
Ｓ
Ｃ
の
組
織
文
化
を
つ
く
れ
る

か
ど
う
か
で
す
。

　

単
刀
直
入
に
言
え
ば
、有
事
に
お
け
る
シ
ビ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
機
能
す
る
か
ど
う
か
が
最
大
の
課
題
で
す
。
仮
に
自
衛
隊
が
防

衛
出
動
す
る
事
態
が
生
じ
れ
ば
、
自
衛
隊
は
千
尋
の
谷
に
水
を
切
っ

た
よ
う
に
動
き
ま
す
。同
時
に
、政
府
は
、国
家
緊
急
事
態
で
す
か
ら
、

外
交
、
国
民
保
護
、
財
政
、
交
通
、
物
流
、
電
波
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
大
規
模
な
国
務
の
調
整
を
行
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
総
理

大
臣
は
自
衛
隊
の
軍
事
作
戦
の
指
揮
と
、
政
府
の
業
務
全
般
の
双
方

を
統
率
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
は
ま
だ
そ
の
経
験
が
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
、
総
理
を
補
佐
す
る
Ｎ
Ｓ
Ｃ
を
中
心
に
し
て
、
政
府
が
ど

の
よ
う
に
経
験
を
蓄
積
し
て
ゆ
く
か
が
問
わ
れ
ま
す
。
道
の
り
は
ま

だ
四
合
目
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

戦
後
七
〇
年
談
話
が
示
す
歴
史
観

―
―
同
じ
二
〇
一
五
年
に
、「
戦
後
七
〇
年
談
話
」（
総
理
大
臣
談
話
、

八
月
一
四
日
）
を
発
表
し
ま
し
た
。

兼
原　

政
府
に
と
っ
て
は
、
七
〇
年
談
話
の
方
が
、
扱
い
が
難
し
い

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。歴
史
認
識
問
題
は
、基
本
的
に
は
、「
反
フ
ァ

シ
ス
ト
民
主
勢
力
」
と
一
括
り
に
さ
れ
た
米
英
仏
中
ソ
と
い
う
雑
多

な
戦
勝
国
の
歴
史
観
が
一
つ
の
「
基
準
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
か

ら
の
逸
脱
に
つ
い
て
は
、
国
内
外
か
ら
批
判
が
飛
ん
で
き
ま
す
。

　

私
は
、七
〇
年
談
話
に
は
二
つ
の
柱
が
あ
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
今
の
自
由
主
義
的
国
際
秩
序
の
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
日
本
の

立
ち
位
置
を
し
っ
か
り
踏
ま
え
て
、
反
省
す
る
べ
き
点
は
反
省
す
る

と
い
う
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
国
際
社
会
自
体
も
二
〇
世
紀
の
百
年

を
か
け
て
倫
理
的
に
成
熟
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
世
界
史
の
文
脈
の

中
で
、
日
本
の
行
為
を
客
観
的
に
評
価
す
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
世
界
は
、
上
層
の
欧

米
植
民
地
帝
国
と
下
層
の
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
植
民
地
と
い
う
二

階
建
て
の
構
造
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
不
義
の
国
際
秩
序
が

二
〇
世
紀
後
半
に
な
っ
て
、
個
人
の
尊
厳
の
絶
対
的
平
等
と
い
う
自

由
主
義
的
な
価
値
観
に
よ
っ
て
突
き
崩
さ
れ
て
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ

カ
の
国
々
が
独
立
し
、
制
度
と
し
て
の
人
種
差
別
が
撤
廃
さ
れ
、
世

界
秩
序
は
フ
ラ
ッ
ト
な
平
屋
建
て
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
統
帥
権
が
独
立
し
た
軍
部
の
暴
走

で
満
州
事
変
を
引
き
起
こ
し
、実
力
に
よ
る
現
状
打
破
に
動
き
ま
す
。

そ
れ
が
間
違
い
で
し
た
。
し
か
し
、
戦
前
か
ら
日
本
人
が
求
め
て
い

た
人
種
、
宗
教
、
民
族
な
ど
に
関
係
の
な
い
自
由
で
平
等
な
国
際
社

会
と
い
う
理
想
が
間
違
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
が
七
〇
年

談
話
で
示
さ
れ
た
新
し
い
歴
史
観
で
、
国
民
に
は
広
く
受
け
入
れ
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
日
本
人
が
、
七
〇
年
談
話
の
よ
う
な
客

観
的
で
誇
り
あ
る
歴
史
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
を
求
め
て
い
ま
し
た
。
一
方

で
、
旧
態
依
然
の
一
部
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
「
四
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
」

云
々
と
い
う
小
手
先
の
報
道
に
終
始
し
て
、
談
話
全
体
の
歴
史
観
・

世
界
観
に
つ
い
て
踏
み
込
ま
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
し
た
。

―
―
海
外
の
反
応
、
あ
る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
歴
史
観
を
ど
の

よ
う
に
見
て
お
ら
れ
ま
し
た
か
。

兼
原　

海
外
か
ら
の
反
応
を
み
る
と
、
米
国
で
は
、
安
倍
総
理
は
自

由
主
義
的
な
愛
国
主
義
者
と
い
う
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
た
と

思
い
ま
す
。
中
国
や
韓
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
国
内
の
事
情
が
あ
り
、
や

は
り
反
応
し
ま
す
ね
。

　

中
国
に
と
っ
て
歴
史
問
題
は
、
第
一
に
日
本
を
牽
制
す
る
戦
略
的

外
交
カ
ー
ド
で
す
。
第
二
に
、
こ
ち
ら
が
よ
り
根
本
的
な
問
題
な
の

で
す
が
、
愛
国
主
義
、
歴
史
認
識
が
中
国
共
産
党
に
よ
る
統
治
に
正

統
性
を
与
え
る
重
要
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

後
者
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、
中
国
が
改
革
開
放
に
舵
を
切
り
、

本
来
的
な
意
味
で
の
社
会
主
義
経
済
が
形
骸
化
す
る
中
で
、
共
産
主

義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
輝
き
を
失
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
共
産
主
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い
う
こ
と
で
す
ね
。

兼
原　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
限
り
ま
せ
ん
が
、安
倍
外
交
の
根
底
に
あ
る
の
は
、

中
国
が
ど
ん
ど
ん
強
大
化
し
、
し
か
も
垂
直
的
な
国
際
秩
序
へ
の
志

向
が
強
い
の
で
、中
国
と
の
関
係
が
対
等
な
形
で
安
定
す
る
よ
う
に
、

友
邦
を
増
や
し
、
敵
を
減
ら
す
と
い
う
と
い
う
戦
略
的
な
バ
ラ
ン
ス

感
覚
で
す
。
日
本
と
し
て
は
、
米
国
と
の
同
盟
関
係
を
基
軸
と
し
な

が
ら
、
豪
州
・
イ
ン
ド
を
引
き
込
み
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
を
ま
と
め

て
、同
じ
民
主
主
義
国
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
関
係
を
深
め
、

ロ
シ
ア
と
も
友
好
関
係
を
維
持
し
て
、
中
国
と
の
関
係
を
対
等
で
安

定
し
た
も
の
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

第
一
次
安
倍
内
閣
で
麻
生
外
相
が
打
ち
出
し
た
「
自
由
と
繁
栄
の

弧
」、
第
二
次
内
閣
で
の
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」（
Ｆ

Ｏ
Ｉ
Ｐ
）
は
、
そ
の
意
味
で
は
同
じ
線
上
の
発
想
で
す
。
要
す
る
に

フ
ラ
ッ
ト
な
自
由
主
義
的
な
国
際
秩
序
の
維
持
を
志
向
し
て
い
る
わ

け
で
す
。

　

自
由
主
義
的
な
国
際
秩
序
と
い
う
考
え
方
は
、
欧
州
で
は
ル
ー
ル

に
基
づ
く
国
際
社
会
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
西
側
の
自
由
圏
で
は
極
め

て
常
識
的
な
世
界
観
で
す
が
、
日
本
で
広
く
共
有
さ
れ
て
い
る
か
と

い
う
と
、
い
ま
だ
に
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
点
、
安
倍
総
理
、

麻
生
副
総
理
は
、
国
際
的
に
通
用
す
る
世
界
観
を
持
っ
て
い
る
数
少

な
い
外
政
家
で
す
。
実
際
、
近
年
、
安
倍
総
理
ほ
ど
外
交
に
関
心
を

持
ち
続
け
た
総
理
は
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

官
邸
機
能
の
強
化
は
長
年
の
改
革
の
成
果

―
―
安
倍
総
理
、
菅
官
房
長
官
の
下
、「
強
い
官
邸
」
が
政
策
を
主

導
し
ま
し
た
。
内
部
か
ら
ご
覧
に
な
っ
て
い
か
が
で
し
た
か
。

兼
原　

冒
頭
に
も
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
二
度
目
の
政
権
と
い
う
こ

と
で
、
閣
僚
、
党
役
員
、
秘
書
官
団
、
そ
れ
ぞ
れ
官
邸
を
熟
知
し
た

強
力
な
メ
ン
バ
ー
が
結
束
し
て
「
チ
ー
ム
安
倍
」
を
形
成
し
た
こ
と

は
大
き
な
要
素
で
し
た
。

―
―
し
か
し
、
実
際
に
官
僚
機
構
を
動
か
し
、
政
策
を
展
開
す
る
に

は
、
官
邸
の
結
束
力
だ
け
で
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

兼
原　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
根
底
に
は
一
九
八
〇
年
代
の
中
曽
根
総

理
の
官
邸
改
革
や
九
〇
年
代
の
橋
本
行
革
以
降
の
「
政
治
主
導
」「
官

邸
強
化
」
の
取
り
組
み
が
結
実
し
た
面
が
大
き
い
で
す
ね
。

―
―
今
井
尚
哉
首
相
秘
書
官
の
力
が
強
か
っ
た
と
の
報
道
を
よ
く

耳
に
し
ま
し
た
が
…
…
。

兼
原　
「
チ
ー
ム
安
倍
」
の
中
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
あ
る
こ

と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
政
治
指
導
者
の
役
割
は
、
大
き

な
政
治
方
針
を
官
僚
機
構
に
示
す
と
同
時
に
、
国
民
に
対
し
て
そ
れ

を
語
り
、
納
得
し
て
も
ら
う
、
国
民
と
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
こ
そ

が
最
大
の
仕
事
で
す
。

義
に
代
わ
る
新
し
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
、歴
史
―
―
す
な
わ
ち
、

第
二
次
大
戦
に
お
い
て
共
産
党
が
侵
略
国
家
日
本
を
駆
逐
し
、
現
在

の
中
国
を
建
国
し
た
と
い
う
「
建
国
神
話
」
―
―
を
前
面
に
出
し
た

の
で
す
。
歴
史
問
題
は
、
鄧
小
平
時
代
に
、
改
革
開
放
と
表
裏
一
体

の
も
の
と
し
て
生
み
落
と
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
に
と
っ
て
歴
史
認
識

は
、
国
民
の
愛
国
心
を
鼓
舞
し
、
国
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
不
満
を
抑
え
、

自
由
主
義
諸
国
に
よ
る
「
和
平
演
変
」
を
回
避
す
る
、
極
め
て
政
治

的
な
思
想
的
装
置
で
あ
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
踏
ま
え
て
お
く
必

要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
歴
史
問
題
は
、
中
国
と
い
う
巨
竜
の
逆
鱗
な

の
で
す
。

―
―
韓
国
は
い
か
が
で
す
か
。

兼
原　

韓
国
の
難
し
さ
は
、
北
朝
鮮
が
存
続
し
て
い
る
た
め
に
、

今
も
国
内
冷
戦
が
続
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
韓
国
で
は
、

一
九
八
七
年
の
民
主
化
に
際
し
て
、
左
派
が
獄
中
か
ら
解
放
さ
れ
、

国
内
冷
戦
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。
民
主
化
以
降
の
韓
国
は
、
ま
る
で

六
〇
年
代
の
日
本
の
国
内
冷
戦
に
お
け
る
左
右
対
立
が
乗
り
移
っ
た

か
の
よ
う
に
、
保
守
派
と
進
歩
派
と
の
間
で
硬
直
し
た
議
論
が
繰
り

返
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
歴
史
問
題
は
、韓
国
国
内
政
治
の
中
で
、

左
派
が
保
守
派
を
「
日
本
の
傀
儡
勢
力
」
と
攻
撃
す
る
た
め
に
必
要

不
可
欠
な
材
料
な
の
で
す
。
実
は
、
左
派
の
中
で
も
歴
史
問
題
が
日

本
と
の
外
交
問
題
に
な
る
こ
と
に
考
え
が
及
ば
な
い
人
が
多
い
の
で

す
。
日
本
が
国
内
の
反
米
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
克
服
す
る
の
に
半
世
紀

か
か
っ
た
よ
う
に
、
韓
国
も
世
代
交
代
が
進
め
ば
、
日
韓
間
で
も
よ

り
成
熟
し
た
戦
略
的
議
論
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
に
み
る
戦
略
的
世
界
観

―
―
経
済
外
交
の
面
で
は
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
協
定
を
推
進
し
ま
し
た
。

兼
原　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
み
な
ら
ず
、
日
Ｅ
Ｕ
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）、

日
米
物
品
貿
易
協
定
（
Ｔ
Ａ
Ｇ
）
と
い
っ
た
自
由
貿
易
協
定
は
、
い

ま
や
世
界
経
済
の
大
事
な
イ
ン
フ
ラ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
Ｔ
Ｐ

Ｐ
は
、米
国
離
脱
後
に
日
本
が
苦
労
し
て
ま
と
め
た
意
義
は
大
き
い
。

日
本
が
先
頭
に
立
っ
て
メ
ガ
自
由
貿
易
圏
を
作
っ
た
初
め
て
の
ケ
ー

ス
で
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
経
済
協
定
で
す
が
、
将
来
Ｔ
Ｐ
Ｐ
首
脳
会
合
が
定
期
的

に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
必
然
的
に
政
治
会
合
と
し
て
の
意

味
合
い
を
持
つ
の
で
、
き
わ
め
て
重
要
な
戦
略
的
会
合
に
な
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
米
国
が
復
帰
す
れ
ば
、
戦
略
的
意
義

は
さ
ら
に
増
し
ま
す
。
中
国
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
心
を
示
す
の
は
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
が
将
来
持
ち
う
る
政
治
的
機
能
に
つ
い
て
意
識
し
て
い
る
か
ら
で

し
ょ
う
。

―
―
安
倍
政
権
に
は
、
そ
の
よ
う
な
大
き
な
戦
略
観
が
あ
っ
た
と
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渉
は
、
い
つ
も
日
本
は
相
手
国
に
自
動
車
の
市
場
開
放
を
求
め
、
反

対
に
農
産
物
の
自
由
化
を
求
め
ら
れ
る
と
い
う
構
図
で
し
た
。
政
府

が
対
応
に
苦
慮
す
る
の
は
圧
倒
的
に
後
者
で
、
農
業
関
係
者
、
自
民

党
農
林
族
と
の
調
整
な
ど
、
貿
易
問
題
は
か
な
り
の
程
度
、
内
政
問

題
な
の
で
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
画
期
的
だ
っ
た
の
は
、
二
〇
一
五
年
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
政
府
対

策
本
部
を
設
置
し
、
そ
の
中
に
国
内
調
整
統
括
官
を
置
い
て
、
総
理
、

官
房
長
官
の
指
示
の
下
で
国
内
調
整
に
当
た
ら
せ
た
こ
と
で
す
。
初

代
は
官
房
副
長
官
補
の
佐
々
木
豊
成
氏
が
務
め
ま
し
た
。
農
林
省
、

財
務
省
、
自
民
党
農
林
族
に
も
根
回
し
を
し
な
が
ら
、
官
邸
で
交
渉

方
針
を
集
約
し
、
交
渉
に
臨
め
た
こ
と
は
画
期
的
で
し
た
。
国
内
外

を
一
気
に
ま
と
め
る
と
い
う
通
商
交
渉
の
新
し
い
型
を
生
み
出
し
た

の
は
、
間
違
い
な
く
安
倍
政
権
の
功
績
で
す
。
そ
の
後
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
本

部
は
、
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
や
日
米
Ｔ
Ａ
Ｇ
交
渉
で
も
力
を
発
揮

し
ま
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
本
部
は
将
来
、
ア
メ
リ
カ
の
通
商
代
表
部
（
Ｕ

Ｓ
Ｔ
Ｒ
）
の
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

西
側
世
界
の
結
束
を
リ
ー
ド
せ
よ

―
―
首
脳
外
交
で
も
存
在
感
を
示
し
ま
し
た
。

兼
原　

今
は
、
総
理
ご
自
身
が
外
交
の
司
令
塔
で
す
。
Ｇ
７
首
脳
会

合
で
は
メ
ル
ケ
ル
独
首
相
に
次
ぐ
出
席
回
数
で
、
議
論
を
リ
ー
ド
す

る
存
在
で
あ
り
、
日
米
首
脳
会
談
で
も
気
難
し
い
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

と
対
等
に
渡
り
合
う
世
界
で
た
だ
一
人
の
首
脳
で
す
。

―
―
改
め
て
安
倍
外
交
の
功
績
と
、
今
後
の
日
本
に
つ
い
て
、
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

兼
原　

安
倍
外
交
の
功
績
は
、
第
一
に
、
中
国
の
台
頭
を
念
頭
に
地

球
的
規
模
で
戦
略
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
と
い
う
戦
略
観
と
、
そ
れ

を
具
現
化
す
る
た
め
の
外
交
実
践
が
定
着
し
た
こ
と
、
第
二
に
、
ア

ジ
ア
に
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
自
由
主
義
的
な
国
際
政
治
経
済
秩
序
の
確

立
の
た
め
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
た
、
と
い
う
二
点
に
集
約
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
戦
後
の
日
本
人
に
深

く
根
付
い
て
い
る
個
人
主
義
的
な
自
由
主
義
の
哲
学
で
あ
り
、
同
時

に
、
今
の
自
由
主
義
的
な
世
界
秩
序
へ
の
信
頼
で
す
。

　

米
中
対
立
は
今
後
も
続
く
で
し
ょ
う
。
最
近
に
な
っ
て
ア
メ
リ
カ

は
半
導
体
や
通
信
の
分
野
で
中
国
と
の
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
本
来
、
西
側
全
体
で
取
り
組
ま
な
い
と
十
分
な

効
果
を
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。
西
側
が
結
束
し
て
は
じ
め
て
、
中
国
に

対
し
て
強
力
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
打
ち
出
せ
る
の
で
す
。
間
も
な
く
ア

メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
で
す
が
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る

西
側
諸
国
に
、
常
に
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
、
特
に
、
ア
ジ
ア

に
お
い
て
自
由
主
義
的
な
国
際
秩
序
発
展
の
た
め
に
先
頭
に
立
つ
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
●

　

他
方
で
、
実
際
に
政
策
を
展
開
す
る
に
は
、
官
僚
機
構
を
動
か
さ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
総
理
大
臣
補
佐
官
や
総
理
秘
書
官
は
、
総
理
の

「
分
身
」
と
し
て
、
総
理
の
意
思
を
正
確
に
官
僚
機
構
に
下
ろ
す
の

が
仕
事
で
す
。
し
か
し
実
際
に
手
足
と
な
っ
て
動
く
の
は
官
僚
機
構

な
の
で
、
総
理
の
意
思
、
秘
書
官
の
指
示
を
因
数
分
解
し
て
、
官
僚

機
構
が
動
き
や
す
い
よ
う
に
仕
事
を
細
分
化
し
て
整
理
す
る
、
時
に

は
各
省
庁
か
ら
上
が
っ
て
き
た
案
を
突
き
返
し
て
再
調
整
さ
せ
る
、

そ
れ
が
杉
田
副
長
官
以
下
、
内
閣
官
房
事
務
方
の
役
割
で
す
。
こ
こ

が
き
ち
ん
と
機
能
し
な
い
と
、
総
理
官
邸
が
霞
が
関
か
ら
浮
い
て
し

ま
い
、自
民
党
族
議
員
と
各
省
庁
幹
部
が
こ
っ
そ
り
握
っ
た
り
し
て
、

「
省
益
」「
個
別
利
益
」
が
横
行
す
る
世
界
に
な
り
ま
す
。

　

権
力
が
分
散
さ
れ
て
い
て
、
誰
が
責
任
者
か
わ
か
ら
な
い
の
は
、

長
い
間
、
日
本
政
治
の
特
徴
で
あ
り
欠
点
で
し
た
。
そ
れ
で
は
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
官
邸
機
能
の
強
化
を
担
っ
て
き
た
の
が
、
自

治
省
出
身
の
石
原
信
雄
氏
（
在
任
一
九
八
七
～
九
五
年
）、
厚
生
省

出
身
の
古
川
貞
二
郎
氏
（
九
五
～
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
事
務
方
の
官

房
副
長
官
で
す
。
現
在
は
警
察
庁
出
身
の
杉
田
和
博
氏（
一
二
年
～
）

で
す
。
そ
の
下
に
わ
れ
わ
れ
官
房
副
長
官
補
が
い
る
わ
け
で
す
。

　

一
九
九
〇
年
代
ま
で
、
内
閣
官
房
の
主
た
る
仕
事
は
閣
僚
会
合
の

日
程
調
整
な
ど
で
、
政
策
に
は
ほ
と
ん
ど
口
出
し
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
森
内
閣
の
内
閣
法
改
正
で
、
内
閣
官
房
に
主
要
政
策
の
企
画
調

整
権
限
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
内
閣
官
房
は
、
総
理
、
官
房
長
官
の

直
参
旗
本
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
も
大
幅
に
増
員
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
総

理
の
意
思
を
受
け
、
首
相
官
邸
が
霞
が
関
に
指
示
を
下
す
制
度
が
立

ち
上
が
っ
た
か
ら
こ
そ
、
総
理
が
こ
こ
ま
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
で
き
る
の
で
す
。

―
―
「
官
邸
が
内
閣
人
事
局
を
通
じ
て
各
省
庁
の
人
事
を
掌
握
し
た

こ
と
で
、
官
僚
が
忖
度
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
批
判
が
あ
り

ま
す
。

兼
原　

官
邸
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
政
治
は
、
西
側
先
進
国
で

は
む
し
ろ
標
準
的
な
統
治
の
ス
タ
イ
ル
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人

事
を
含
め
て
、
上
司
で
あ
る
首
相
官
邸
が
部
下
で
あ
る
官
僚
機
構
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
自
体
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
そ

れ
が
民
主
主
義
国
家
の
政
治
主
導
で
す
か
ら
。　

　

た
だ
し
、
政
と
官
の
関
係
は
も
っ
と
複
雑
で
す
。
い
か
に
優
秀
な

総
理
大
臣
と
い
え
ど
も
、
巨
大
な
日
本
政
府
を
手
足
の
よ
う
に
使
う

に
は
三
～
四
年
は
か
か
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
官
邸
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
い
っ
て
も
、
あ
る
程
度
長
期
政
権
で
な
い
と
難
し
い
で

し
ょ
う
ね
。

―
―
官
邸
主
導
で
政
策
が
進
め
ら
れ
る
と
、
政
治
の
「
調
整
」
の

あ
り
方
も
こ
れ
ま
で
と
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。

兼
原　

端
的
な
例
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
す
。
こ
れ
ま
で
自
由
貿
易
協
定
の
交


